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研究概要

我々の研究グループでは、以前より⾻関節組織を構成する⾻芽細胞、破⾻細胞および軟⾻細胞の分化段階を制御する因⼦の探索を⾏っているが、近年中枢神経系において興奮性情報伝達
物質として機能するグルタミン酸(Glu)が、これらの細胞において情報伝達物質として機能することを世界に先駆けて報告した。我々は、Gluシグナリング機構に関連する因⼦が⾻関節組
織においても存在するのではないかとの仮説に基づき、中枢神経系のGlu受容体の⼀種であるNMDA受容体の機能制御を⾏うD-Serの軟⾻細胞分化に与える影響について解析を始めた。現
在までのところ、培養⾻芽細胞および軟⾻細胞において、D-Ser合成酵素であるSRのmRNAおよびタンパク質の発現を認めており、またラット脛⾻の組織切⽚を⽤いたin situ
hybridization法においても⾻芽細胞および軟⾻細胞におけるSR mRNAの局在性を確認している。前軟⾻細胞株であるATDC5細胞にSRを強制的に安定発現させた結果、軟⾻細胞分化の指
標であるアルシアンブルーの染⾊性が有意に抑制され、これが軟⾻細胞分化過程において重要な役割を果たすSOX9の細胞内タンパク質の安定性に対して影響を与えることが明らかとなっ
た。これらの結果より、D-Ser合成酵素であるSRが軟⾻細胞の分化過程を制御する可能性は充分に⾼いことが予想され、更なる研究計画の効率的実施により、D-Serの軟⾻細胞分化にお
ける⽣理学的役割の解明、およびその機能制御を通じた⾻折やリウマチ性疾患の新規治療理論構築が可能であると思われる。
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